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はじめに 

本書ではｗｅｂ３．０（ウェブスリー）についての基本的な知識を解説しています。 

 

ｗｅｂ３．０についてまったく知らないあなたでもわかりやすく伝えていきますので、ｗｅ

ｂ３．０の入門書としてお使いいただけます。最近メディアでｗｅｂ３．０という言葉を聞

くでしょう。 

 

初めて聞く方も多いでしょうが、ｗｅｂ３．０はこれから確実にやってくるインターネット

用語です。 

 

ｗｅｂ３．０の大きな特徴は分散型ということです。 

ｗｅｂ３．０は分散型のインターネットです。 

 

もちろんこれだけではちんぷんかんぷんだと思いますので、この時点で意味がわからなく

てもＯＫです。 

 

ｗｅｂ３．０の概念はすでに以前からありましたが、正直まだ一般に浸透していません。ｗ

ｅｂ３．０について知らない人のほうが多いでしょう。 

 

本書では、ｗｅｂ３．０の入門書としてｗｅｂ３．０の具体的な内容や仕組み、メリットを

紹介していきます。 
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本書を読めば、これからやってくるｗｅｂ３．０の時代についていけるでしょう。 
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第一章 ｗｅｂ３．０とは 

ｗｅｂ３．０の概念についてまず説明します。ｗｅｂ３．０を一言でいうと、分散型インタ

ーネットの時代です。 

 

現代はｗｅｂ３．０ではなく、ｗｅｂ２．０の時代です。ｗｅｂ２．０の前はｗｅｂ１．０

でした。数が大きくなるにつれ、インターネットが普及し、グレードもアップしています。 

 

ちなみに、ｗｅｂ２．０やｗｅｂ１．０は、ｗｅｂ３．０という概念ができてから登場した

言葉で、ｗｅｂ３．０の概念が生じる前まではなかった名称です。 

 

ｗｅｂ３．０という言葉が作られてから、その前のインターネット時代を表すために、ｗｅ

ｂ２．０やｗｅｂ１．０の名称が作られたのです。 

 

現代はｗｅｂ２．０なのですが、ｗｅｂ２．０はｗｅｂ３．０のように、分散型とはいえま

せん。分散型の反対で、中央集権的です。 

 

どういうことかというと、ｗｅｂ２．０の世界では、アップルやグーグルといった巨大企業

が権力を持ち、情報を管理しています。 

 

そのおかげでユーザーはネット上のサービスを無料で使えるのですが、巨大企業に個人情

報を握られているということです。 
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それはプライバシーの観点からいって、気持ちのいいものではないですよね。 

ですが、ネット上のサービスを利用するには、名前やメールアドレスなどの個人情報なくし

ては利用できません。ユーザーは巨大企業に情報を提供する代わりに、ネット上のサービス

を便利に使わせてもらっているのです。この仕組みがｗｅｂ２．０です。 

 

グーグルやヤフー、楽天などはいわば管理者です。管理者がいるから私たちはネットのサー

ビスを使えるのです。このように、管理者ありきのインターネット世界がｗｅｂ２．０です。

分散型のｗｅｂ３．０とは真逆なんですね。 

 

ずっとｗｅｂ２．０のままでもいいじゃない！という声が飛んできそうですが、ｗｅｂ２．

０にも弊害があります。確かにユーザーはネット上で巨大企業のサービスを使えて便利で

すが、プライバシーの問題やセキュリティ上のリスクが心配です。 

 

それはｗｅｂ２．０である限り、ずっと存在し続ける課題です。巨大企業ですからセキュリ

ティ対策もしっかりしているでしょう。 

 

とはいえ、いつでも１００％安全とはいいきれません。あなたが巨大企業に与えた個人情報

は、巨大企業の管理に委ねられています。 

 

もし巨大企業がハッキングの攻撃にあった場合、大量に情報が流出し、悪意のある第三者に
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悪用される恐れがあるでしょう。 

 

管理を委ねているからこそ、巨大企業からあなたの情報が漏れてしまう恐れが出てきます。 

また、プライバシーの問題もあります。 

 

巨大企業は個人情報を管理しているだけでなく、個人のネットでの行動を監視しています。

監視しているため、個人がどんなキーワードで何を調べ、どのページを閲覧したかまで追跡

できます。それってプライバシーですよね？ 

 

自分が何を調べてどんなぺージを見たのか、巨大企業に監視されているのです。巨大企業は

何のために監視しているかというと、マーケティングをするためです。広告報酬を得るため

にも、ユーザーが興味のありそうな広告を表示させ、クリックして契約してもらうためです。 

 

ネットを利用していると、自分の興味のある分野の広告がたびたび表示されることがあり

ますよね。あれは巨大企業があなたのネット上ので行動を監視し、どんなことに興味がある

か把握しているからです。 

 

あなたが日ごろよく調べていることは、あなたの興味があることだと巨大企業側は考えま

す。だからその分野に関連した広告を表示させ、広告をクリックしてもらえるように仕向け

ています。 
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そしてその広告を見たユーザーが、そこで宣伝されている製品やサービスに契約したら、巨

大企業に報酬が入る仕組みになっています。広告にクリックするだけでも報酬が入る場合

もあります。 

 

ですから、巨大企業側は広告料で儲けるためにユーザーの行動を監視し、ビジネスにつなげ

ているのです。 

 

それはユーザーにとっていいことでしょうか？ユーザーにとっては不安な部分もあるでし

ょう。だってプライバシーなのですから。 

 

また、やたら広告が表示されるのも面倒くさいと思います。広告が邪魔だという方も多いで

すよね。 

 

現代のｗｅｂ２．０にはこうした弊害がありますが、それを解消しているのがｗｅｂ３．０

です。 

 

ｗｅｂ２．０からもっとインターネットを進化させ、ユーザー目線になったインターネット

の世界がｗｅｂ３．０です。 

 

ｗｅｂ３．０になれば分散型ですから、特定の企業が情報を収集し、管理することはありま

せん。プライバシーも守られます。 
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ｗｅｂ２．０では解消できない課題が、ｗｅｂ３．０の時代になれば解消できるのです。 

そうしたことからも、ｗｅｂ３．０は注目されています。 

 

ｗｅｂ３．０はまだ一般に浸透していませんが、将来的にはｗｅｂ２．０にとって代わると

考えられます。 

 

机上の空論ではなく、現実になることなので今から知っておくといいでしょう。 
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第二章 ｗｅｂ３．０以前のｗｅｂ１．０やｗｅｂ２．０とは何か？ 

 

ｗｅｂ１．０やｗｅｂ２．０がどんな時代かを把握すれば、ｗｅｂ３．０への理解がより

深まるでしょう。 
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■ｗｅｂ１．０時代 

 

ｗｅｂ１．０は、情報の発信者と閲覧者が限定されていました。現代のように誰もが発信で

き、閲覧できる状況とは異なる時代でした。 

 

ｗｅｂ１．０ではインターネットが普及し始め、個人がサイトを使って情報を発信できるよ

うになったものの、現代ほどにまで発展しておらず、爆発的に需要が高まったわけではあり

ません。 

 

需要はあったのですが、業務的な要素が多く、今のようにプライベートでもビジネスでも幅

広く使える状況ではなかったのです。限れた人が、限られた用途で使うことが多く、比較的

閉鎖的な時代でした。 

 

この当時はｈｔｍｌを活用したテキストサイトが主流で、現代のような画像や動画は少な

いく、当然ＳＮＳはありませんでした。 

 

ネットでコミュニケーションをとるといったら、専らメールだったのです。情報の発信者と

閲覧者が、双方向にやり取りすることはできませんでした。 

 

今ならＳＮＳでコメントのやり取りが余裕でできますが、ｗｅｂ１．０の時は違ったのです。 
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発信するだけ、閲覧するだけといった、今では考えられない不便なものでした。それはま

だインターネットが発展していなかったからです。 
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■ｗｅｂ２．０時代 

 

ｗｅｂ１．０からグレードアップしたのが、ｗｅｂ２．０です。ユーザーはｗｅｂ１．０時

代よりも自由にネットを使えるようになりました。 

 

情報の発信者や閲覧者は限定されず、双方向にやり取りができるようになりました。双方で

コメントができるようになり、ネット上でのコミュニケーションが活発化してきました。 

 

ｗｅｂ２．０の画期的な特徴はやはりＳＮＳです。 

 

ツイッターやＹｏｕＴｕｂｅ、フェイスブック、インスタグラムが普及し、気軽に発信者に

なれるようになりました。 

 

画像や動画コンテンツのシェアも簡単になりました。欲しい情報にすぐアクセスでき、多く

の人と簡単にオンライン上でつながれるようになったのです。ｗｅｂ２．０は中央集権的な

サービスです。 

 

サービスの提供者であるグーグルやフェイスブック、ネットフリックス、楽天、アマゾンな

どの巨大企業に、ユーザーの行動履歴を含めた個人情報が集中してきました。 

 

巨大企業は管理者であり、その管理者のもとに情報が集中するようになったのです。これは
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悪意のある第三者にとっては好都合です。 

 

なぜなら、情報が集中しているその一か所さえサイバー攻撃すれば、情報を盗めるかもしれ

ないからです。 

 

サイバー攻撃によって個人情報が流出する恐れが常にあるということです。それは管理者

である巨大企業側にとっても大きな問題ですが、それ以上にユーザーにとっても大きな問

題です。自分の情報が悪の手に渡ってしまうのですから。 

 

悪用されては困りますよね。サイバー攻撃をする第三者は、情報を悪用することを目的に攻

撃しているわけです。ｗｅｂ２．０の問題はそれだけではありません。巨大企業が情報を独

占している状況も批判されています。 

 

近年では、石油より価値あるものは情報といわれています。実際、情報はお金になります。

盗んだ情報を売って稼ごうとする悪徳業者もいるものです。 

 

ｗｅｂ２．０では、情報が一か所に集中している状況です。一か所に集中すると、サイバー

攻撃によるセキュリティリスクや、個人情報のプライバシーが巨大企業に独占されてしま

います。特定の企業ばかりに情報が集中していいのか？と物議を醸しています。 

 

このように、ｗｅｂ２．０には課題があり、ｗｅｂ２．０を改善するためにもｗｅｂ３．０
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の概念が生まれたのです。 

 

ｗｅｂ３．０時代に入れば、ｗｅｂ２．０の問題が解消されます。 
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第三章 ｗｅｂ３．０の権力分散型ってどういうこと？ 

現代のｗｅｂ２．０では、巨大企業にばかり権力が集中しています。個人情報を集め、それ

を管理しているのは巨大企業であり、巨大企業はその情報を使って間接的に広告料を稼い

でいます。 

 

そんな権力集中型から、権力分散型になったのがｗｅｂ３．０です。 

ｗｅｂ３．０の最も大きな特徴は、権力分散です。権力を分散できるようになったのは、ブ

ロックチェーンのおかげです。 

 

ｗｅｂ３．０を実現させるには、ブロックチェーンの仕組みが必要不可欠でした。 

 

ブロックチェーンは、分散管理を可能にする技術です。 

 

ブロックチェーンはｗｅｂ３．０だけでなく、イーサリアムやビットコインなどの暗号資産

でもよく使われています。これをインターネットの世界に応用すれば、ｗｅｂ２．０の問題

も解決できると考えられています。 

 

そのブロックチェーン技術とは何かというと、簡単にいえばネット上の取引データを適切

に記録する技術です。ブロックチェーンを使えば、複数のユーザーが取引情報をシェアでき

ます。 
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もし一部のデータが改ざんや不正アクセス、コピーされれば、ほかのユーザーが持っている

情報と不一致を起こすため、不正がすぐにバレるでしょう。 

 

ブロックチェーンなら、ユーザー同士がネットワーク上で互いのデータをチェックし合え

るのです。ｗｅｂ３．０はブロックチェーン技術を使っているため、ｗｅｂ２．０の課題を

クリアできるのです。 

 

特定の企業が個人情報を収集し、プライバシーが侵害される問題や、サイバー攻撃を受けて

情報が漏れるリスクも減らせるわけです。 

 

ｗｅｂ３．０は中央集権的ではなく、権力分散型だからです。 
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第四章 ｗｅｂ３．０はなぜ注目されてるの？ｗｅｂ３．０のメリットとは？ 

ここでは、ｗｅｂ３．０にどのようなメリットや効果があって注目されてるのかを説明して

いきます。 

 

ｗｅｂ３．０の世界がやってくると、どのようなメリットがもたらされるのでしょうか。 
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１．セキュリティが強化される 

ｗｅｂ３．０のメリットの一つは、セキュリティが強化されることです。 

 

ブロックチェーン技術が使われている分散型ネットワークでは、取引情報が暗号化されま

す。そしてその暗号化されたデータを、複数のユーザーが共有しながら管理します。ブロッ

クチェーンの仕組みですね。 

 

ｗｅｂ２．０は複数のユーザーが共有するなどは不可能で、特定の企業やサーバーに情報が

集中しています。 

 

ですから、ｗｅｂ２．０はそのサーバーが攻撃され、情報が流出したら終わりなわけです。

盗んだ情報を第三者が返還してくれるわけはありません。情報が流出したら悪用されてし

まうでしょう。 

 

ｗｅｂ２．０では、いくらセキュリティ対策をしていても、大量の個人情報が流出するリス

クと隣り合わせでした。 

 

しかしｗｅｂ３．０になれば、情報が分散されます。そのおかげで、悪意のある第三者に

情報が流れることはなくなるでしょう。  
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２．データを自己管理できる 

ｗｅｂ２．０では、自分の行動履歴や情報を巨大企業が管理していました。自分の情報を特

定の企業に委ねなければ、ネット上のサービスを利用できなかったのです。 

 

便利なようであり、一か所にデータが集中し、自分の情報を吸い取られると考えると、気分

のいいものではないですよね。 

 

ｗｅｂ３．０の世界になれば、巨大企業に管理を任せなくてもインターネットが使えるよう

になります。個人情報や行動履歴のデータを、自分で管理できるのです。 

 

ｗｅｂ２．０の時代では、普段ｗｅｂを閲覧していると、記事やＳＮＳを読んでいる時に、 

興味のある広告ばかり表示されると気づくことがあるでしょう。 

 

興味のある広告が見れて便利と思うかもしれませんが、煩わしい、気味悪いと感じる方も多

いのが事実です。 

 

企業がサービスを提供する対価として、個人情報を収集しているために起こります。 

 

例えばグーグルのサービスは無料で使えますよね。グーグルドキュメントもグーグルメー

ルも、グーグル検索基本的に無料なので、仕事やプライベートで活用している方は多いはず

です。しかし便利なグーグルですが、検索履歴や行動履歴は個人情報として、グーグルに収
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集されます。 

 

その情報からグーグルはあなたがどんな分野に興味を持っているかを探り、広告を表示さ

せているのです。 

 

ｗｅｂ３．０時代になればそのようなことはできません。巨大企業ではなく、利用者自らが

データを管理・保有するためです。 

 

サービスを利用している途中でも、広告が配信されないようにもできますし、広告の市長

やデータの提供を対価として受け取ることもできます。 
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３．国境の制限がなくなる 

ｗｅｂ３．０では、国境や人種の制限なくサービスを利用できます。日本では誰でも自由に

ネットを使えますが、どの国もそういうわけではありません。 

 

世界規模でみると、ネットの使用が規制されている国も少なくないのです。例えば中国では、

グレート・ファイアウォールという検閲システムが存在し、政府によってツイッター、Ｙｏ

ｕＴｕｂｅ、グーグルにアクセスすることが禁じられています。 

 

ｗｅｂ３．０ならそのように政府に規制されることはないでしょう。 

 

ブロックチェーンに加わることには、条件や権限は不要なのです。中央集権的なサーバー

もないため、誰でも自由に希望するサービスにアクセスできます。 
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４．直接取引ができる 

 

ｗｅｂ３．０時代になれば、企業とユーザーは直接取引ができます。直接取引ができれば、

仲介業者の存在は不要ですよね。仲介業者がいらないため、仲介手数料もかかりません。 

 

ｗｅｂ３．０時代では、仲介業者がいなくてもネットワークサーバーが使えます。 

 

仲介業者がいなくても、企業とユーザーが直接取引できます。直接取引ですから、マージン

がかからず、迅速に処理できて円滑でしょう。 

 

これにより、さまざまな既存のビジネスモデルが崩壊すると考えられます。崩壊するのは悪

いことではありません。 

 

例えば金融では、銀行がお金を管理する代わりに、手数料をとっていました。しかしｗｅｂ

３．０では中央管理者がいないため、銀行の役割はなくなります。 

 

最近Ｄｅｆｉという言葉を聞くことが増えたでしょうが、これはブロックチェーンの技術

を使った金融仲介アプリです。 

 

すべての取引履歴がブロックチェーン上に記録され、取引記録の正確性はユーザーによっ

て判断されます。中央管理者がいなくても安全性が確保されます。各々で管理できるからで
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す。 

 

そのおかげでこれまで仲介者に支払っていた手数料もなくなり、サービスや企業は不要と

なります。間に何も挟まなくなるため、直接スムーズに取引ができるのです。 
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第五章 ｗｅｂ３．０のデメリットは何かあるの？ 

先ほどはｗｅｂ３．０のメリットに注目してきましたが、デメリットになることもあります。 

 

デメリットがいっぱいあるわけではないものの、知っておいたほうがいいでしょう。ここ

では、ｗｅｂ３．０のデメリットになることを紹介していきます。 
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１．巨大企業は政府と利益が相反する 

ｗｅｂ３．０の世界はユーザー目線です。ユーザーにとっては利益の多いものです。しかし

企業や政府側としては、ｗｅｂ３．０は好ましくない世界です。 

 

企業や政府としては、ｗｅｂ２．０のままのほうが都合がいいのです。ｗｅｂ３．０の世界

では、ユーザー側と企業や政府側とで、利益が一致しません。 

 

巨大企業としては、ｗｅｂ２．０の世界のほうが経済力を強く持っていられます。ｗｅｂ上

であらゆる機能を独占して収益を上げられるからです。ｗｅｂ２．０は、巨大企業側にとっ

ては非常に稼ぎやすい環境なんですね。 

 

ですから、もし本格的にｗｅｂ３．０の時代になってきたら、これまでネットで利益を独

占してきた巨大企業は、弾き飛ばされてしまいます。 
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２．一般ユーザーが減少するリスク 

ｗｅｂ３．０はブロックチェーンを用いており、ユーザーがｗｅｂ３．０を使いこなすには

一定のリテラシーが求められます。 

 

仮想通貨やブロックチェーン、ＮＦＴについてすでに詳しく知っている方ならいいのです

が、全然リテラシーがなければｗｅｂ３．０になかなか入り込めないでしょう。 

 

ｗｅｂ３．０の世界は、ブロックチェーンや仮想通貨、ＮＦＴ関連の世界です。ですから、

これらについてユーザー側も理解している必要があるのです。もし一定の知識がなければ、 

ｗｅｂ３．０をうまく使いこなせるなくなります。 

 

そういう意味で、ｗｅｂ３．０は利用できる人が限定され、誰でも使える世界ではなくなっ

てしまいます。 

 

これに対して現代のｗｅｂ２．０は、リテラシーに乏しい方でも使いやすい世界です。無料

でクオリティも高く、インターネットの知識が不十分なユーザーでも、気軽に使いやすいで

しょう。 

 

インターネットを始めたばかりの高齢者でも、何とかついていくことは可能です。しかしｗ

ｅｂ３．０となると、ｗｅｂ２．０とは違う世界となるため、まったく無知ではついていけ

ません。 



~ 29 ~ 

 

そのためｗｅｂ３．０はリテラシーのあるユーザーだけに限られ、一般ユーザーはｗｅｂ

３．０に移行しない恐れが出てきます。 
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３．自己管理しなければならない 

ｗｅｂ３．０なら特定の企業に情報が集中しないのはいいものの、自己管理する必要が出て

きます。自分のデータを自分で管理できるのは魅力ですが、裏を返せばデータがどうなって

も自己責任ということです。 

 

問題なく自己管理ができていればいいですが、もしできていなかった場合は問題が生じて

きます。 

 

例えば自分の情報が第三者に盗まれてしまったら、パスワードを書いた紙をなくしてしま

ったら…。ｗｅｂ２．０であれば、パスワードが盗まれたり忘れてしまったりしても、救済

策がありました。 

 

しかし自己管理となると、自己責任になるためトラブルの責任は自分にあります。特定の企

業に対処してもらうことはできません。 

 

自己管理できるのはメリットですが、上手にできなければデメリットにもなり得るという

ことです。自己管理だからといって、必ずしも情報を紛失しない、盗用されないとは限ら

ないですよね。自己管理でも脅威はあります。  
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第六章 ｗｅｂ３．０を活用するには 

ｗｅｂ３．０に慣れていくためにも、今からｗｅｂ３．０が関連したサービスを利用できま

す。 

 

どのようにｗｅｂ３．０を活用すればいいか、その実施例を紹介していきます。 
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■Ｂｒａｖｅを使う 

ｗｅｂ３．０系のブラウザに、Ｂｒａｖｅがあります。 

 

Ｂｒａｖｅは、現状のように意図しない広告が表示されることはなく、通信容量や電力を大

幅に消費することがなくなります。 

 

Ｂｒａｖｅでは、もともとｗｅｂ広告がブロックされているからです。ブラウザ上で広告を

有効にするには、仮想通貨であるＢＡＴを入手する必要があります。 

 

早い話が、ユーザーは表示させる広告や追跡のためのデータ取得を、調整できるのです。 

今のように意図しない広告に振り回されることはないでしょう。 

 

任意の広告を見ながら仮想通貨をゲットできます。ＢＡＴを取得すると、アマゾンのギフト

券と交換したり、実店舗で使えたりします。 

 

クリエイターやサイト運営者に直接支援もできます。 

 

ｗｅｂ２．０の広告システムでは、広告収入はほとんど巨大企業のものです。サイト運営者

も関与しているのに、収益は少なくなります。 

 



~ 33 ~ 

Ｂｒａｖｅなら広告主から直接広告料が支払われることもあり、サイト運営者は収益アッ

プが期待できるでしょう。 
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■ブルースカイ 

２０１９年には、ｗｅｂ３．０へのステップとなる分散型ＳＮＳ「Ｂｕｌｕｅｓｋｙ（ブル

ースカイ）」のための専門チームが誕生しました。 

 

ブルースカイは、フェイスブックやツイッター、インスタグラムなど中央集権的なＳＮＳ

に代わる選択肢になるといわれています。 
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■ＮＦＴ 

ＮＦＴも最近よく聞く用語ですよね。日本語で正式にいうと、非代替性トークンとなります。 

 

ＮＦＴもブロックチェーン上に成立しています。いわばデジタルデータの一つです。 

資産の所有証明がされたデジタルデータがＮＦＴです。 

 

ＮＦＴの登録によって、本来は取引されることがなかった無形のデジタル資産に、高額な価

値がつくようになりました。 

 

デジタル資産は、例えばデジタルアートやツイートなどです。ＮＦＴ化したからといって必

ず高値で売れるとは限りませんが、高額で取引されるものもあり、ニュースで報道されるこ

ともあるくらいです。 

 

ＮＦＴは仮想通貨と同様で、分散化されたｗｅｂ３．０の世界で、個人で直接自由な経済

活動ができるものです。 
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■クリプトカレンシー（暗号資産） 

最近クリプトカレンシーという言葉も聞くでしょう。これは要するに暗号資産です。 

暗号資産といえば、ビットコインやイーサリアムですよね。 

 

ちなみに暗号資産は仮想通貨と呼ばれることもありましたが、金融庁は暗号資産に正式に

名称変更をしています。仮想通貨も暗号資産も同じ意味です。暗号資産はｗｅｂ３．０にお

いても大きなウェイトを占めています。 

 

ｗｅｂ３．０ではクラウドプロバイダーはおらず、その代わりに分散型ネットワークに参加

している人たちが、さまざまな役割をおっています。 

 

彼らは金銭的インセンティブを受け取れるのですが、その時に暗号資産が活用されます。 

 

暗号資産を使えば特定の企業による集中管理がなくなり、不要な仲介業者も不要になりま

す。個人に直接報酬を支払えます。 
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■ＤＡＯ 

ＤＡＯとは、分散型自律組織といいいます。イメージ的には株式会社ですが、本当の株式会

社のように実態はありません。すべてデジタル上で成り立っている株式会社です。 

 

このことからも、株式会社のアップデート版ともいわれています。ｗｅｂ３．０におけるプ

ロジェクトの運営スタイルです。ＤＡＯの特徴は、株主として特定の所有者や、経営者とし

ての管理者が存在しないことです。 

 

メンバーはあちこちに分散しており、そのメンバーによって議論や投票がおこなわれます。

誰か特定の権限者によって決定されるわけではないため、民主的です。 

議決権を得るためには、ブロックチェーン上で発行されているトークンを取得する必要が

あります。 

 

ＤＡＯの契約はスマートコントラクトによって実行されるので、公平で透明性の高い決定

ができます。さらに人件費もかからないため、費用削減にもなるでしょう。処理にかかる

時間を短縮できます。 
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おわりに 

いかがでしたか。 

 

ｗｅｂ３．０は、要するに次世代インターネットです。現在のｗｅｂ２．０の弊害を解消し、

グレードアップしたインターネットです。 

 

ｗｅｂ３．０はまだ世間に浸透されていませんが、今後はｗｅｂ２．０のソリューションと

して浸透してくるでしょう。 

 

といっても、ｗｅｂ３．０になったからといって誰もがｗｅｂ３．０に移行するとは限らず、

ユーザーのリテラシーや意識の違いによっても、使われるサービスは異なってくるはずで

す。 

 

まだまだ発展途上なのでｗｅｂ３．０にも課題はあるものの、今のうちからｗｅｂ３．０

に慣れておけば、ご自身にとって有利な使い方ができるでしょう。より安全で楽しいイン

ターネットの世界を楽しめそうです。ワクワクする未来がやってきそうですね！  
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